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グリーンエネルギーCO2削減等計画書（実績） 

 

 

１ グリーンエネルギーCO2削減計画（実績） 

１．１ グリーンエネルギーCO2削減計画の名称 

太陽光を利用した発電による CO2 排出削減 

 

１．２ グリーンエネルギーCO2削減計画に関わる設備（詳細） 

別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」１．参照。 

 

１．３ グリーンエネルギーCO2削減計画に適用される方法論 

 注 1）本計画に適用される方法論にチェックすること。 

チェック 種別方法論

番号 

種別方法論名称 

□ P001 風力発電 

 P002 太陽光発電 

□ P003-1 バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

□ P003-2 バイオガス発電 

□ P003-3 木質バイオマス発電 

□ P004-1 河川に設置する新設水力発電 

□ P004-2 既設設備等に付加して設置される水力発電 

□ P005 地熱発電 

□ H001-1 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（単独供給方式）） 

□ H001-2 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（複数供給方式）） 

□ H001-3 太陽熱（太陽熱利用セントラルシステム（給湯・暖房）） 

□ H002-1 バイオマス熱（木質バイオマス熱利用システム） 

□ H002-2 バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給システム）） 

□ H003 雪氷エネルギー（熱交換冷水循環式雪氷エネルギー施設） 

 

１．４ グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定 

注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の４．グリーンエネルギーCO2 削減相当

量の算定方法を記載すること。 

注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業の個別の値（実績）については別紙１「本計画におけるグリーン

エネルギーCO2削減事業リスト（実績）」３．参照。 

Epc = EPG ― EPS ― EPA 

EMP=（EPS＋EPC）×CEFelectricity,t 

記号 定義 単位 

EPS 太陽光発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 



 
EPC 太陽光発電実施期間における自家消費電力量 kWh 

EPG 太陽光発電実施期間における発電電力量 kWh 

EPA 太陽光発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 

EMP 太陽光発電実施期間における排出削減量 kgCO2 

CEFelectricity,t 太陽光発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係数 kgCO2/kWh 

 

１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 

開始日   2018 年 4 月 1 日 

終了日   2022 年 2 月 28 日 

 

注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 

 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 

注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 

 

なし 

 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 

２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 

注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 

注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 

注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 

 

(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため

に必要となる資料を作成する。 

【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 

(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 

【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー

CO2 削減相当量認証委員会事務局へ報告する。 

なお、グリーン電力発電電力量の計量体制を様式３－２別紙添付に示す。 

 

 



 
２．２ モニタリングの対象及び方法 

 注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の５．算定根拠に係るモニタリング方法に

掲げられている記号と、それに係る定義、単位、モニタリング方法を記載すること。 

 

記号 定義 単位 モニタリング方法 

EPS 太陽光発電実施期間におけ

る系統への販売電力量 

kWh 検定済み電力計による計測、発電月報による確認 

EPG 太陽光発電実施期間におけ

る太陽光発電電力量 

kWh 検定済み電力計による計測、発電月報による確認 

EPA 太陽光発電実施期間におけ

る太陽光発電補機消費電力

量 

kWh 電力計による計測又は補機容量に稼働時間を乗じ

た値 

CEFelectr

icity,t 

太陽光発電実施期間におけ

る電力の二酸化炭素排出係

数 

kgCO2/

kWh 

デフォルト値を利用 

CEFelectricity,t
 
= Cmo･(1-f (t)) + Ca(t)･f (t)  

ここで、  

t :事業開始日以降の経過年 

Cmo : 限界電源二酸化炭素排出係数  

Ca(t) : t年に対応する全電源二酸化炭素排出係数 

f (t) : 移行関数  

 0 [0≦t<1年]  

f (t) =   0.5 [1年≦t<2.5年]  

1 [2.5 年≦t] 

 

 

３ グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績） 

３．１ グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報 

別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」１．参照。 

 

３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 

別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 

以上 







様式３－２別紙２

グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

2,401

5,691,446

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

学校法人学習院　目白キャンパス 東京都豊島区目白1-5-1 180

日本自然エネルギー㈱ 東京都品川区西五反田二丁目27番3号 2,221

2,401

太陽光発電プログラム２ 全国 5,691,446

（認定番号：21-P-002） （発電所所在地）

5,691,446

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報

２．１

帰属先事業者名

２．２

帰属先事業者住所

２．３

帰属量（kWh）

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」３．１販売電力量、及び３．６排出削減量（tCO2）の合計と

一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１

保有予定者名

１．２

保有予定者住所

１．３

保有予定量

（tCO2）





 

検証結果概要書 

一般財団法人日本品質保証機構 

 

１．グリーンエネルギーCO2削減計画の概要 

グリーンエネルギーCO2

削減計画名 
太陽光を利用した発電による CO2 排出削減 

グリーンエネルギーCO2

削減計画申請者名 
日本自然エネルギー株式会社 

事業実施場所 ① 宮崎県宮崎市清武町大字加納丙 789-20 

② 全国 

③ 全国 

事業の概要 ① ソーラーフロンティア宮崎メガソーラー 

② 太陽光発電プログラム１ 

③ 太陽光発電プログラム２ 

グリーンエネルギーCO2

削減相当量の計画 

「グリーンエネルギーCO2 削減相当量配分計画」段階では保有予定者は

未定で申請がされていたが、今回実績報告においては、様式 3-2別紙 2の

配分計画（実績）のとおり 

事業期間 ① 2018年 4月 1日～2019年 3月 31日 

② 2021年 12月 2日～2022年 1月 14日 

③ 2022年 1月 16日～2022年 2月 28日 

方法論 ＥPC＝ＥPG－ＥPS－ＥPA 

ＥMP＝（ＥPS＋ＥPC）×CEFelectricity,t 

 



 

２．検証結果 

以下に示す実施した検証手続きの概要のとおり、本申請に基づく、グリーンエネルギーＣ

Ｏ２削減相当量については、「グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量認証制度運営規則」に定

める要件及び「方法論」並びに当機構が定めた「方法論に関する追加要件」に適合している

ものと判断できる。 

なお、詳細については「CO２削減相当量検証結果一覧表」に示す。 

 

３．実施した検証手続の概要 

排出削減量の実績及びグリ

ーンエネルギーCO2 削減相

当量配分計画が示され、か

つ当該内容が運営規則及び

方法論に適合していること 

・ 排出削減量の実績は、様式３－２別紙１により確認でき、また、配分計画は、

様式３－２別紙２により、排出削減相当量保有予定者及び保有予定量を確認で

き、残りの実績量については配分予定なしを確認した。 

・ 排出削減量の算定において、事業開始日以降の経過年数が 2.5 年以上のため、

方法論「３．２電力排出係数のデフォルト値の考え方」に基づき、移行関数ｆ

（ｔ）は 2.5 年以上であること、また「ソーラーフロンティア宮崎メガソーラ

ー」は全電源平均ＣＯ２排出係数（受電端）を、「太陽光発電プログラム１」お

よび「太陽光発電プログラム２」は系統への販売電力に付随する環境価値であ

ることから全電源平均ＣＯ２排出係数（送電端）を用い、種別方法論「P002 太

陽光発電 ４．グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の算定方法」の計画に基

づき算定されていることを確認し適合しているものと判断できる。 

認定グリーンエネルギー

CO2削減計画、グリーンエ

ネルギーCO2削減相当量認

証申請書のとおり確実に電

力量又は熱量が算定され、

かつ算定された電力量又は

熱量に基づき方法論に従っ

て正確にグリーンエネルギ

ーCO2 削減相当量が算定さ

れていること 

種別方法論「P002 太陽光発電 ４．グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の算定方

法」に基づき、計画申請時に提示されたモニタリング方法のとおり、申請者提出の

資料により、別紙「CO２削減相当量検証結果一覧表」のとおり算定結果を確認した。 

以上より、今回の実施期間における算定結果は、方法論に基づいて、正確にグリー

ンエネルギー削減相当量が算定されていると判断できる。 

グリーンエネルギーCO2削

減相当量が適切に配分され

ていること 

今回、グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の配分先は様式３－２別紙２により確

認でき、適切に配分されているものと判断できる。なお、「配分予定なし」について

は、グリーン電力証書制度における証書販売と本計画の差異により生じるものであ

り、問題ないものと判断する。 

各グリーンエネルギーCO2

削減事業が適切に管理さ

れ、モニタリング対象とな

る項目が正確に把握されて

様式３－２グリーンエネルギーＣＯ２削減等計画書（実績）「２．グリーンエネルギ

ー運営・管理計画（実績）」に基づき、様式３－２別紙１添付のとおり、計量体制が

実施されていることが提出資料により確認ができ、モニタリング対象項目も提出資

料により正確に把握されていることが確認できる。 



 

いること 

認定グリーンエネルギー

CO2削減計画から変更され

た点（グリーンエネルギー

CO2 削減事業の追加を含

む。）について、運営規則及

び方法論に照らし適切であ

ること 

今回は、認定グリーンエネルギーＣＯ２削減計画から変更された点は、なし。 

 

（添付資料） 

・ ３．の各項目の根拠資料 

【検証機関作成資料】 

・CO２削減相当量検証結果一覧表 

【申請者作成資料】 

・様式３－１、３－２、３－２別紙１、３－２別紙１添付、３－２別紙２ 

・ グリーン電力認証申請書 

・ グリーン電力認証対象電力量報告書 

・ 認証可能電力量の確認方法 

・ 発電実績管理表 

【発電事業者作成・提出資料】 

・ 発電量定期報告書 

 


